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Ｈ２５ ３年第三回基礎学力テスト

１．

（１）－３－（－４）＝１

（２）４ａ＋１－（３ａ－２）＝４ａ＋１－３ａ＋２＝ａ＋３

（３）１５０を素因数分解しなさい。

１５０＝２× ３× ５２

（５）ｘ２－ｘ－１２＝（ｘ－４）（ｘ＋３）

（６）ｙはｘの一次関数で

ｙ＝－２ｘ＋ｂとおく。

（３，５）を代入して

５＝－６＋ｂ

ｙ＝－２ｘ＋１１

ｂ＝５＋６＝１１

グラフは点（３，５）を通り 傾きは－２である。

（７）ある数ｘを小数第二位で四捨五入したら３．８となった。
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（１）８点以下の得点であっ多人数は、ｙ－３

（２）

ｘ－２９＝４．５

１０ｘ－２９０＝４５ｙ－１３５

１０ｘ－４５ｙ＝１５５

１０ｘ－５０ｙ＝０

ｘ－２９

ｙ－３

ｘ

ｙ
＝５

＝４．５

５ｙ＝１５５

ｙ－３

ｘ＝５ｙ

ｙ＝３１

１０ｘ－５０ｙ＝０
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（４）

（１）八角形の内角の和は

（２）

（３）

一つの頂点から６－３＝３本ひけて

６× ３
２

一つの頂点から

ｎ個の頂点から引くと

ｎ ｎ－３

２

ｎ

（ｎ－１５）（ｎ＋１２）＝０

＝９本

ｎ ｎ－３

２

２

ｎ＝１５

－３ｎ－１８０＝０

ｎ－３本ひける。

＝９０

１８０（８－２）＝１０８０°

ｎ（ｎ－３）

１５角形

１本の対角線を２回数えているので
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（１）△ＡＰＣと△ＭＱＣにおいて

（２）ＡＬとＢＭは中線なのでその交点は重心であり

（３）△ＱＬＣ＝２△ＣＱＮ

Ｍ，ＮはそれぞれＣＡ，ＣＬの中点なので

中点連結定理より

よって同位角は等しいので

また、共通なので

①②より２組の角がそれぞれ等しいので

ＭＮ∥ＡＬ

ＡＰ：ＰＬ＝２：１

よってＰＬ＝

また中点連結定理より

以上により

△ＰＬＣ＝２△ＱＬＣ

△ＰＢＣ＝２△ＰＬＣ

△ＡＢＣ＝３△ＰＢＣ

以上により△ＡＢＣ＝３× ２× ２× ２× △ＣＱＮ＝２４× △ＣＱＮ

１：２４

ＰＬ＝ＭＱ

１

２
ＡＰ

∠ＡＣＰ＝∠ＭＣＱ・・・・・・・・・②

ＭＱ＝

よってＰＬ：ＭＱ＝１：１

∠ＣＡＰ＝∠ＣＭＱ・・・①

１

２
ＡＰ

△ＡＰＣ∽△ＭＱＣ
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（３）ｙ＝ｘ＋ｂ

（１）Ｂ

（２）ＡＢ∥ＯＰより

Ｖ＝

よってｙ＝ｘ＋４

Ｂ（４，８）

１

３
π× ８

ｙ＝

（４，８）を代入して

２× ８－
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１
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ｘ＝２

２

８＝４＋ｂ

１

３

（２，２）

π× ８

ｘ＝－４

２

ｂ＝４

× ４＝
２５６π

３

よってＣ（－４，０）

（４）①ｙ＝－ｘ＋ｋが（４，８）を通るとき

②直線ｙ＝－ｘ＋ｋが△ＯＡＢの面積を２等分するとき

８＝－４＋ｋ

ｙ＝－ｘ＋ｋが（－２，２）を通るとき

２＝２＋ｋ

よって０≦ｋ≦１２

ＯＡと直線ｙ＝－ｘ＋ｋは平行なので

直線ｙ＝－ｘ＋ｋと線分ＯＢの交点をＳとすると

ＢＳ：ＢＯ＝１：

ｙ＝－ｘ＋ｋ

ｙ＝２ｘ

の交点Ｓを求めると

ｋ＝１２

ｋ＝０

４－

２

ｋ

３

である。

：４＝１：
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３ｘ＝ｋ
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３

2

直線ＯＢは
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